
会合記録
2) 表彰規程並びに細則の一部改 近本龍太郎 日本アイ・ヒー・エム紛

訂案 徳久太一西日本新聞社

( )内は出席者数 3) 昭和55年度上半期収支計算書 中田勝啓玉川大学

編集委員会 8 月 8 日(金) (7) 4) 昭和55年度決算見込みと昭和 原 雅範 日本電気制

IAOR委員会 8 月 29 日(金) ( 2 ) 56年度の予算対策 安井 清子 日本アイ・ピー・エム紛

研究普及委員会 9 月 4 日(木)(15) 5) 入退会 柳原正行制システムインテクレ

編集委員会(OR誌) 6) 併究普及委員会規程の改訂案 ット

9 月 5 日(金) (12) 7) 昭和56年度秋季研究発表会の 横尾孝義 日本電子計算紛

表彰委員会 9 月 5 日(金) ( 5 ) 会場について (学生会員)

庶務幹事会 9 月 7 日(水) ( 3 ) 8) シミュレーションテクノロジ 会津昌夫東京工業大学

会計幹事会 9 月 19 日(金) (3 ) ーコンファレンスの協賛依頼 木谷 忍、 東京工業大学

庶務幹事会 9 月 4 日(木) (4) 9) その他 草野義|専妨衛大学校

理事会 9 月 26 日(金) (17) 佐野主史防衛大学校

編集委員会(論文誌) 入退会
高田純一防衛大学校

9 月 30 日(火)( 3 ) (55.7.23-55.9.26) 藤出恭三東京理科大学校

第 3 周理事会議題 -入会(正会員) 堀 康男防衛大学校

~2 回理事会議事録の承認 阿南信博西日本新聞社 真野芳樹早稲田大学

2. 報告事項 秋山由和 トヨタ自動車工業制 牧野京子筑波大学

1) 昭和56年度春季研究発表会の 伊藤益生都立江東商業高等学校 (賛助会員)

日程 石井俊夫側竹中工務店 日本電電公社信越電気通信局

2) 第 l 回アンケートの結果報告 大内 洋側特ず|技術資料セン 日本国民食紛

3) 第 i 回 ORセミナーの日程， ター -退会(正会員)

概要 大森 清 第一勧業銀行 i中野教郎潮見統 I高松俊郎掘

4) 視察出派遣の件 占自主il 敬lTJ 電電公社 JE勝古田孝

5) OR誌の特集予定 jヒ ii1 大和製缶胸 -移動(学→正)

6) 評議員の定員増について 国狭武己九州|産業大学 大橋 守 阿南工業高等専門学校

7) IFIP/TC7への協力依頼の件 酒井 税人 日本アイ・ピー・エム紛 清沢一郎 ソニー側

3. 審議事項 l刻 正治 北海道自動車短期大学 主主 lH -ih1f 東京大学

1) 表彰委員会委員の推薦 田中克長四国電力側 森戸 消筑波大学

編集後記帳 10月号川上氏との対談記事は長I~(j百1 督の突然

の辞任騒ぎと偶然のめぐりあわせにびっくり.オフレコ

の高ーには今回のような情報はありませんでした.念のた

め.炉プロの世界の厳しさをつくづく感じます.監督は

作戦上の意思決定には絶対的な権限を持っている一方で

その責任も非常に大きし、ということを今度の事件は教え

ているようです.炉今回のDSS特集は，組織上あるい

は政策立案上の意思決定に際し，その的確な判断を支援

するシステムのあり方，システム作成上の問題点，さらに

は，システム化に必要な意思決定プロセスや具体的シス

テムの紹介などもりだくさん. D S S 導入を考えておら

れる方の意思決定の支援になったでしょうか (M) 

JI~I，-il双品目I/Y-f
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